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4
）
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会
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本
質

四
ま
と
め
に
か
え
て

一
　
は
じ
め
に

平
成
二
年
改
正
商
法
は
、
会
社
と
は
社
団
で
あ
り
株
式
会
社
の
設
立
に
は
七
人
以
上
の
発
起
人
を
要
す
る
と
し
て
い
た
従
来
か
ら
の
法
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（
1
）

規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
上
も
理
論
上
も
ほ
ぽ
異
論
な
く
承
認
さ
れ
て
い
た
一
人
会
社
の
存
在
を
、
設
立
の
当
初
か
ら
も
こ
れ
を
認

め
る
趣
旨
で
設
立
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
株
式
会
社
ノ
設
立
ニ
ハ
七
人
以
上
ノ
発
起
人
ア
ル
コ
ト
ヲ
要

ス
」
と
し
て
い
た
従
来
の
商
法
一
六
五
条
を
、
「
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
ニ
ハ
発
起
人
定
款
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
改
め
た
も
の
で
あ

る
。
立
法
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
（
従
来
の
よ
う
な
）
規
制
は
、
名
目
的
な
発
起
人
・
社
員
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
脱
が
ぎ
わ

め
て
容
易
で
あ
り
、
規
制
と
し
て
の
機
能
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
む
し
ろ
名
目
的
な
発
起
人
等
が
置
か
れ
る
結
果
、
発
起
人
の
責
任
追
及
や

権
利
の
帰
属
を
め
ぐ
る
無
用
の
法
律
紛
争
を
惹
起
す
る
と
い
う
よ
う
な
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
直
視

し
、
会
社
に
対
し
む
だ
な
建
前
の
強
制
を
行
な
う
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
前
述
の
発
起
人
・
社
員
の
数
に
関
す
る
規
制

を
撤
廃
し
た
。
－
…
会
社
を
一
人
で
も
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
結
果
、
個
人
企
業
が
法
人
成
り
を
し
、
あ
る
い
は
会
社

が
子
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
場
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
建
前
を
繕
う
必
要
は
な
く
、
実
質
的
な
出
資
者
の
み
に
ょ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
し
て
、
も
っ
ば
ら
政
策
的
な
根
拠
を
示
し
て
ぎ
て
い
る
が
、
商
法
五
二
条
の
会
社

の
定
義
規
定
が
そ
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
一
人
設
立
に
よ
る
一
人
会
社
の
法
認
と
こ
の
社
団
性
と
の
関
わ
り
が
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
こ

と
に
な
る
か
が
間
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
事
柄
が
「
社
団
性
の
ド
グ
マ
」
と
さ
え
い
わ
れ
る
会
社
の
本
質
論
に
ま
で
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
関
す
る
基
本
的
な
解
決
な
し
に
放
置
し
て
よ
い
も
の
か
が
疑
問
と
な
っ
て
残
っ
て
し
ま
う
。

　
現
に
、
近
時
、
こ
の
一
人
会
社
を
有
限
会
社
法
中
に
で
は
あ
る
が
制
度
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
、
こ
の
本
質
論
を
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

っ
て
は
多
く
の
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
お
り
、
政
策
的
に
特
殊
・
例
外
と
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
満
足
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
．
さ

ら
に
ま
た
、
一
人
設
立
の
承
認
と
い
う
こ
の
間
題
は
、
単
に
一
人
会
社
の
本
質
論
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
平
成
二
年
改
正
法
の
下
で
は
、
有
限
会
社
に
つ
い
て
も
株
式
会
社
に
つ
い
て
も
、
一
人
会
社
の
存
在
に
つ
き
設
立
の

当
初
か
ら
こ
れ
を
認
め
る
と
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
一
人
会
社
を
考
慮
し
た
制
度
を
何
ら
置
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
．

し
た
が
っ
て
、
立
法
者
は
、
一
人
会
社
の
内
部
組
織
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
株
式
会
社
あ
る
い
は
有
限
会
社
の
そ
れ
に
従
わ
せ

94



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
果
し
て
そ
れ
で
問
題
は
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
会
社
の
内
部
組
織
と
り
わ
け
機
関
構
造
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
前
提
と
し
て
、
会
社
の
社
団
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
通

常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
の
一
人
会
社
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
潜
在
的
社
団
性
」
を
根
拠
と
し
て
会
社
の
機
関
構
造
に
つ
い
て

も
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
同
じ
理
を
以
て
今
後
存
在
す
る
に
至
る
設
立
当
初
か
ら
の
一
人
会
社
の

機
関
構
造
を
解
決
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
問
題
は
残
る
。

　
設
立
当
初
か
ら
の
一
人
会
社
の
本
質
を
探
る
こ
と
が
ま
ず
前
提
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
間
題
の
解
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

と
同
時
に
、
本
質
の
理
解
な
し
に
は
、
現
行
の
機
関
制
度
へ
の
一
人
会
社
の
応
用
は
な
し
え
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
、
解
釈
論
上
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

題
を
超
え
て
、
あ
る
べ
き
一
人
会
社
の
基
本
構
造
の
探
究
も
す
べ
て
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

　
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
一
人
会
社
の
本
質
が
何
で
あ
る
か
は
、
そ
の
設
立
行
為
と
の
関
わ
り
な
し

に
は
何
ら
の
解
決
を
も
も
た
ら
さ
な
い
。
従
来
は
、
設
立
当
初
か
ら
の
一
人
会
社
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
点
は
ま
っ
た

く
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
私
法
上
の
会
社
の
設
立
で
あ
る
以
上
は
、
設
立
者
の
意
思
に
お
い
て
い
か
な
る
会
社
の
設
立
が
企
図
さ
れ

た
か
こ
そ
が
重
大
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
一
人
会
社
の
本
質
も
ま
た
定
ま
る
も
の
と
い
え
る

か
ら
で
あ
る
．

一人会社と社団性

（
1
）
　
鈴
木
竹
雄
『
新
版
会
社
法
全
訂
第
一
版
』
二
五
五
頁
、
鈴
木
竹
雄
”
竹
内
昭
夫
『
会
社
法
』
三
八
六
頁
、
大
隅
健
一
郎
”
今
井
宏
『
最
新
会
社

法
概
説
』
五
四
頁
、
北
沢
正
啓
『
会
社
法
』
二
二
頁
、
龍
田
節
『
会
社
法
』
五
一
頁
、
高
鳥
正
夫
『
会
社
法
』
六
頁
、
米
津
昭
子
『
株
式
会
社
法
入

門
』
一
五
頁
、
阪
埜
光
男
『
株
式
会
社
法
概
説
』
一
〇
頁
。
田
中
誠
二
『
会
社
法
詳
論
下
巻
』
八
六
三
頁
以
下
の
み
は
反
対
の
立
場
に
立
た
れ
て
い

　
た
が
、
同
『
再
全
訂
会
社
法
詳
論
下
巻
』
一
〇
八
二
頁
で
は
改
説
さ
れ
た
。

（
2
）
　
大
谷
禎
男
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
解
説
〔
1
〕
」
商
事
法
務
一
二
二
二
号
四
頁
。
稲
葉
威
雄
「
大
小
会
社
区
分
立
法
に
関
す
る
諸

問
題
」
別
冊
商
事
法
務
七
三
号
一
八
頁
も
同
様
。

（
3
）
　
倉
沢
康
一
郎
二
人
会
社
設
立
の
法
認
の
意
義
」
企
業
会
計
四
三
巻
五
号
一
〇
三
頁
、
柿
崎
栄
治
「
一
人
会
社
制
度
』
別
冊
商
事
法
務
一
四
〇

95
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号
三
六
頁
．

（
4
）
　
田
中
誠
二
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
に
つ
い
て
の
全
般
的
考
察
」
金
融
・
商
事
判
例
八
五
六
号
一
〇
頁
、
奥
島
孝
康
「
会
社
の
設
立
－
会
社

設
立
手
続
の
合
理
化
」
税
経
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
九
号
一
八
頁
、
拙
稿
「
商
法
改
正
法
案
の
意
義
と
問
題
点
」
法
セ
ミ
四
二
七
号
一
四
頁
。

（
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
恭
一
「
一
人
会
社
の
法
規
整
ー
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
そ
の
展
開
1
」
早
稲
田
法
学
六
五
巻
三
号
一
頁
以
下
。
ド

イ
ッ
に
つ
い
て
は
、
丸
山
秀
平
「
西
ド
イ
ッ
有
限
会
社
法
に
お
け
る
一
人
設
立
制
度
の
間
題
性
」
中
央
大
学
百
周
年
記
念
論
文
集
（
法
学
部
）
四
三

　
五
頁
、
大
山
俊
彦
「
一
人
会
社
の
法
規
制
1
と
く
に
西
ド
イ
ッ
有
限
会
社
法
に
お
け
る
一
人
設
立
を
中
心
と
し
て
」
『
企
業
社
会
と
法
（
升
本
喜
兵

　
衛
先
生
追
悼
）
』
三
五
頁
以
下
。

（
6
）
　
柿
崎
・
前
掲
論
文
四
二
頁
。

（
7
）
　
倉
沢
・
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
は
、
一
人
会
社
の
設
立
・
存
続
が
法
認
さ
れ
た
以
上
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
経
営
管
理
機
構
の
あ
り
方
が
、
適
切

な
法
規
制
と
い
う
形
で
策
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
．
判
例
・
学
説
に
よ
る
法
規
制
の
目
的
論
的
解
釈
の
限
界
を
指
摘
さ
れ
る
。

96

二
　
一
人
会
社
制
度
創
設
の
意
義

　
（
1
）
　
改
正
前
の
一
人
会
社
の
位
置
づ
け

　
平
成
二
年
改
正
法
以
前
の
一
人
会
社
の
株
式
会
社
法
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
一
人
会
社
の
本
質
の
理
解
と
重
大
な
関
わ
り
を
有

す
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
考
え
は
、
一
人
会
社
を
も
っ
て
、
変
則
的
・
例
外
的
な
存
在
と
し
な
い
よ
う
な
理
論
的
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
人
会
社
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
実
質
的
な
根
拠
が
、
ま
さ
に
現
に
非
常
な
割
合
で
存
在
す
る
一
人
会
社
を
、
当
時
の
株
式
会

社
法
中
に
お
い
て
嫡
出
子
と
し
て
認
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
一
人
会
社
の
理

論
的
な
根
拠
か
ら
な
が
め
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
通
説
は
、
一
人
会
社
を
理
論
的
に
許
容
す
る
理
由
と
し
て
、
全
株
式
が
一
人
に
集
中
的
に
帰
属
し
た
と
し
て
も
、
株
式
の
分
散
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

再
び
複
数
の
社
員
を
生
ぜ
し
め
る
可
能
性
を
有
す
る
限
り
、
な
お
株
式
会
社
は
「
潜
在
的
社
団
性
」
を
有
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、



一人会社と社団性

通
常
の
株
式
会
社
は
商
法
五
二
条
に
よ
り
社
団
で
あ
る
か
ら
、
一
人
会
社
も
ま
た
社
団
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い

る
．
い
つ
で
も
社
団
に
復
活
し
う
る
契
機
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
「
潜
在
的
社
団
性
」
な
る
語
を
用
い
る
。
た
だ
、
潜
在
的
社
団
性
の

根
拠
で
あ
る
株
式
の
複
数
人
へ
の
拡
散
可
能
性
を
、
全
株
式
保
有
株
主
の
意
思
に
求
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
二
人
以
上
の
複
数
株
主
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

出
し
う
る
だ
け
の
株
式
が
一
人
株
主
の
手
中
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
求
め
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
前
者
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
れ
ば
、
計
画
的
・
永
続
的
な
意
図
を
も
っ
て
す
る
一
人
会
社
の
理
論
的
な
基
礎
づ
け
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
後
者
で
あ
る
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

株
式
会
社
を
株
主
を
中
心
と
す
る
団
体
的
法
人
と
理
解
す
る
多
数
説
の
基
本
的
理
解
と
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
で
て
く
る
し
、
こ
れ
と
異
な

っ
た
意
味
で
社
団
性
を
把
握
す
る
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
他
の
社
団
法
人
と
の
関
わ
り
で
株
式
会
社
の
み
「
社
団
性
」
を
別
意
に
解
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
い
う
理
論
上
の
問
題
が
で
て
く
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
団
法
人
た
る
株
式
会
社
の
範
ち
ゅ
う
に
含
ま
れ
る
と
す
る
点
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
ん
ら
例
外
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
点
、
従
来
の
人
の
集
ま
り
を
以
て
社
団
で
あ
る
と
す
る
基
本
的
考
え

方
に
立
つ
も
の
を
「
潜
在
的
社
団
説
」
と
し
、
複
数
株
式
の
存
在
自
体
に
重
き
を
置
き
社
団
性
を
以
て
株
式
社
団
の
意
で
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
株
式
社
団
説
」
と
に
分
け
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
る
が
、
社
団
性
の
把
握
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
一
人
会
社
も
社
団
法
人
で
あ
る
と
す
る

こ
と
で
は
同
一
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
株
式
会
社
を
財
団
的
に
構
成
す
る
見
解
に
よ
っ
て
も
、
一
人
会
社
は
な
ん
ら
変
則
的
・
例
外
的
な
存
在
で
は
な
い
と
さ

　
（
9
）

れ
る
。
財
団
論
か
ら
す
れ
ば
、
財
産
的
要
素
こ
そ
が
重
大
で
あ
り
、
人
的
要
素
は
考
慮
の
外
で
あ
る
か
ら
、
理
論
的
に
一
人
会
社
も
通
常

の
株
式
会
社
も
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
大
株
式
会
社
に
お
け
る
株
式
の
分
散
化
現
象
と
並

ん
で
、
株
式
会
社
を
財
団
的
に
構
想
す
る
一
つ
の
大
ぎ
な
契
機
こ
そ
が
一
人
会
社
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一
人
会
社
を
特

殊
な
存
在
と
考
え
る
必
然
性
は
皆
無
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
改
正
以
前
の
法
制
度
の
下
に
お
い
て
、
株
式
会
社
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

っ
て
財
団
的
構
成
を
な
し
、
さ
ら
に
一
人
会
社
を
も
そ
の
中
に
含
ま
し
め
う
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
通
説
的
見
解
に
せ
よ
ま
た
株
式
会
社
財
団
論
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
一
人
会
社
を
も
っ
て
株
式
会
社
の
本
質
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を
有
す
る
も
の
あ
る
い
は
そ
の
延
長
上
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
変
則
・
特
殊
・
例
外
的
存
在
と
位
置
づ
け

る
立
場
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
そ
の
一
つ
は
、
一
人
会
社
を
も
っ
て
い
わ
ば
特
別
財
産
と
し
て
あ
る
い
は
財
団
的
に
構
成
す
る
見
解
で
あ
る
。
通
常
の
株
式
会
社
は
社

団
法
人
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
一
人
会
社
の
み
は
特
別
財
産
で
あ
る
と
す
る
な
ど
、
財
産
的
側
面
に
重
き
を
置
い
て
一
人
会
社
の
本
質
論
を

探
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
現
実
に
多
数
存
在
し
て
い
た
実
質
的
な
一
人
会
社
を
容
認
す
る
と
同
時
に
、
積
極
的
に
純
粋
の
一
人
会
社
を
も
許
容
し

よ
う
と
し
た
昭
和
一
三
年
改
正
商
法
誕
生
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
理
論
的
に
そ
の
本
質
の
如
何
を
詮
索
す
る
の
は
的
外
れ
で
、
む
し
ろ
立

法
政
策
的
な
要
求
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
人
会
社
は
社
団
で
は
な
い
が
、
法
律
の
擬
制
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
一
種
特
別
の
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

式
会
社
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

　
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
一
人
会
社
に
つ
い
て
は
社
団
法
人
性
を
理
論
的
に
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
株
式
会
社
の
特

殊
形
態
と
す
る
ほ
か
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
株
式
会
社
財
団
論
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
社
団
性
の
ド
グ
マ
」
を
動
か
し
難
い
も
の
と
す
れ
ば
、
通
説
の
よ
う
に
社
団
性
の
概
念
中

で
こ
れ
を
解
決
し
て
行
く
か
、
特
殊
・
例
外
と
し
て
こ
れ
を
把
握
し
て
行
く
か
の
い
ず
れ
か
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

会
社
を
廻
る
議
論
は
こ
こ
に
収
敏
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

98

　
（
2
）
　
現
行
法
の
一
人
会
社
の
位
置
づ
け

　
以
上
述
べ
て
き
た
見
解
は
平
成
二
年
改
正
法
以
後
は
い
か
な
る
展
開
を
示
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
通
説
の
見
解
に
よ
れ
ば
答
え
は
単
純
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
複
数
の
株
式
の
発
行
さ
れ
る
よ
う
な
一
人
会
社
の
設
立
の
場
合
に
は
、

「
潜
在
的
社
団
性
」
を
当
初
か
ら
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
人
設
立
に
よ
る
一
人
会
社
で
あ
っ
て
も
な
ん
ら
商
法
五
二
条
に
抵
触
す
る



一人会社と社団性

こ
と
な
く
社
団
法
人
た
る
株
式
会
社
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
立
場
で
は
、
仮
に
設
立
の
際
か
ら
一
人
会
社

で
あ
っ
た
も
の
が
後
に
通
常
の
株
式
会
社
（
複
数
の
株
主
の
存
在
す
る
株
式
会
社
）
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
理
論
的
な
操
作
を
加
え
る
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

く
．
会
社
の
本
質
に
つ
き
社
団
性
を
も
っ
て
貫
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
間
題
は
、
一
人
会
社
の
設
立
行
為
と
の
関
わ
り
で
あ
る
．
通
常
の
株
式
会
社
の
設
立
で
あ
れ
ば
、
複
数
の
発
起
人
に
よ
り
ま

ず
権
利
能
力
な
き
社
団
た
る
設
立
中
の
会
社
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
が
法
人
格
の
取
得
に
よ
り
社
団
法
人
と
な
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
。
筆
者
は
、
設
立
中
の
会
社
を
も
っ
て
設
立
段
階
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
同
一
性
説
に
は
反
対
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
同
一

性
説
で
は
設
立
中
か
ら
成
立
後
に
至
る
ま
で
社
団
性
が
間
断
な
く
存
在
す
る
と
い
う
意
味
で
納
得
し
や
す
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

一
人
設
立
の
場
合
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
改
正
前
に
お
い
て
い
わ
れ
た
一
人
会
社
の
潜
在
的
社
団
性
と
は
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
株
式

会
社
が
中
途
で
一
人
株
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
複
数
人
へ
の
拡
散
可
能
性
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
前
提
に
は
会
社
の
設
立
に
よ
る
社
団
の
形
成
が
常
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
．
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
改
正
法
の
下
で
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

人
で
も
設
立
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
従
来
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
一
人
の
意
思
主
体
の
設
立
行
為
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

り
な
ぜ
に
潜
在
的
と
は
い
え
社
団
を
形
成
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
通
説
は
、
「
そ
の
発
起
人
に
よ
り
複
数
の
株

式
が
引
受
け
ら
れ
、
会
社
設
立
後
は
そ
の
譲
渡
に
よ
り
い
つ
で
も
複
数
の
株
主
を
生
じ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
発
起
人
の
定
款
作
成
と
株

式
の
引
受
に
よ
っ
て
潜
在
的
な
団
体
が
成
立
し
、
：
…
こ
こ
で
も
設
立
経
過
中
の
そ
の
潜
在
的
団
体
が
成
立
後
の
一
人
会
社
と
同
一
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

も
つ
そ
の
前
身
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
、
変
わ
り
は
な
い
。
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
株
式
社
団
説
は
、
旧
法
当
時
よ
り
一
人
会
社
の
設
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

認
め
る
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
行
法
で
も
設
立
段
階
か
ら
完
全
な
る
社
団
性
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
き
に
も
述
べ
た
通
り
、
設
立
者
の
将
来
に
お
け
る
株
式
の
複
数
人
へ
の
拡
散
可
能
性
の
意
思
を
中
心
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か

く
と
し
て
（
そ
れ
に
し
て
も
そ
う
し
た
意
思
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
社
団
性
あ
る
い
は
そ
の
萌
芽
な
ど
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
）
、
複

数
の
株
式
の
存
在
そ
れ
自
体
に
潜
在
的
社
団
性
の
意
味
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
通
説
の
「
権
利
主
体
の
集
団
が
社
団
で
あ
る
」
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（
2
2
）

と
す
る
基
本
的
立
場
に
は
矛
盾
を
生
じ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
の
点
．
株
式
社
団
性
論
者
は
．
も
は
や
人
的
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

社
団
性
と
物
的
会
社
の
社
団
性
と
を
同
一
に
解
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
く
る
が
、
株
主
の
地
位
と
し
て
の
株
式
の
証
券
化
と

そ
の
自
由
譲
渡
性
が
他
の
会
社
と
比
較
し
て
の
特
色
と
し
て
集
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
株
式
会
社
の
社
団
性
も
他
の
会
社
の
社
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

性
の
意
味
と
全
く
独
立
し
て
考
察
さ
れ
る
と
す
る
根
拠
は
極
め
て
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
財
団
論
か
ら
の
解
答
も
単
純
と
い
え
る
。
財
団
論
に
よ
れ
ば
、
商
法
五
二
条
の
「
社
団
」
と
は
人
の
集
ま
り
の
み
な
ら
ず
財
産
の
集
ま

り
を
も
意
味
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
設
立
の
当
初
か
ら
の
一
人
会
社
で
あ
れ
、
そ
の
後
一
人
会
社
に
な
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
さ
ら

に
は
通
常
の
株
式
会
社
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
株
式
会
社
の
要
素
で
あ
る
財
団
と
し
て
は
差
は
な
い
と
考
え
る
た
め
、
改
正
の
前
後
を
問
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

ず
、
財
団
法
人
の
設
立
が
な
さ
れ
そ
の
ま
ま
財
団
法
人
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
こ
と
と
な
る
。
一

人
会
社
を
ま
っ
た
く
特
殊
扱
い
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
現
在
の
株
式
会
社
制
度
の
全
体
的
な
構
成
か
ら
す
れ
ば
（
機
関
に
つ
い
て
も
そ

の
ま
ま
で
あ
り
．
ま
た
商
法
五
二
条
も
維
持
さ
れ
て
い
る
）
優
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、
こ
う
し
た
考
え
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提

と
さ
れ
る
株
式
会
社
財
団
論
に
立
脚
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
で
依
然
と
し
て
躊
躇
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
。

1QO

　
一
人
会
社
の
み
を
も
っ
て
、
株
式
会
社
の
特
殊
・
変
則
・
例
外
形
態
で
あ
る
と
し
た
見
解
は
ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
く
る
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

か
。
特
別
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
立
場
か
ら
は
一
応
の
解
答
は
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
え
て
特
殊
性
の
内
容
を
探
究
す
る
必
要
は
な

い
と
す
る
考
え
方
か
ら
は
未
だ
改
正
法
に
つ
い
て
は
解
答
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
改
正
前
の
一
人
会
社
に
つ
い
て
の
議
論
が

そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
、
昭
和
一
三
年
改
正
よ
り
さ
ら
に
強
い
明
文
の
根
拠
が
で
き
た
と
し
て
、
そ
の
特
殊
性
、

例
外
性
を
主
張
し
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
事
柄
が
そ
の
よ
う
に
単
純
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
大
い
な
る
疑
問
を
禁
じ
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
一
人
会
社
を
も

っ
て
特
殊
・
例
外
的
株
式
会
社
と
し
た
場
合
、
特
殊
・
例
外
と
し
て
生
ま
れ
出
た
会
社
は
、
終
生
特
殊
・
例
外
的
株
式
会
社
と
し
て
存
在
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し
続
け
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
な
当
否
は
別
と
し
て
、
通
説
や
財
団
論
の
よ
う
に
、
社
団
あ
る
い
は
財
団
と

し
て
生
ま
れ
出
た
も
の
は
、
後
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
生
じ
よ
う
と
（
と
は
い
え
、
潜
在
的
社
団
論
で
は
無
人
会
社
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
株
式

社
団
論
で
は
一
株
会
社
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
財
団
論
で
は
無
財
産
会
社
は
認
め
ら
れ
な
い
）
終
生
社
団
あ
る
い
は
財
団
で
あ
り
続
け
る
、
そ
し
て

一
人
会
社
と
て
こ
れ
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
す
る
な
ら
ば
、
論
理
的
な
一
貫
性
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
一
人
会
社
を
特
殊
扱
い
す
る
立
場
で
は
、
一
人
設
立
に
よ
る
一
人
会
社
の
場
合
、
仮
に
会
社
の
成
立
後
複
数
人
の
会
社
と
な
っ
た

と
き
に
、
そ
れ
で
も
特
殊
・
例
外
的
株
式
会
社
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
一
人
会
社
の
み
は
財
団
的
な
い
し
は
特
別
財
産
と
し
て

構
成
を
す
る
と
い
う
立
場
に
従
っ
た
場
合
に
は
、
特
別
財
産
組
織
と
し
て
生
ま
れ
出
た
会
社
が
複
数
の
株
主
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

し
て
も
突
如
と
し
て
社
団
へ
と
変
容
す
る
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
い
っ
た
ん
特
殊
・
例
外
的
株
式
会
社
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

特
殊
性
・
例
外
性
を
維
持
す
る
と
強
弁
す
る
こ
と
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
も
形
式
的
に
も
、
ま
っ
た
く
通
常
の
株
式

会
社
と
異
な
ら
な
い
も
の
が
、
「
一
人
設
立
で
あ
る
」
と
い
う
そ
の
生
ま
れ
の
故
を
も
っ
て
通
常
の
社
団
法
人
と
本
質
を
異
に
し
た
ま
ま

存
在
し
続
け
る
と
い
う
の
も
論
理
的
に
説
得
力
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
複
数
人
へ
と
株
式
が
拡
散
し
た
時
点
で
社
団
法
人
と
な

る
と
の
主
張
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
従
来
か
ら
の
社
団
・
財
団
の
峻
別
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
突
如
と
し
て
財
団
な
い
し
は
特
別
財
産
組

織
か
ら
社
団
へ
と
移
行
す
る
こ
と
の
説
明
が
困
難
な
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
、
一
人
会
社
の
本
質
論
は
探
究
す
べ
き
問
題
で
は
な
い

と
す
る
立
場
に
つ
い
て
も
同
様
に
い
う
こ
と
が
で
き
、
本
質
が
何
で
あ
れ
、
果
し
て
一
人
設
立
で
生
ま
れ
出
た
一
人
会
社
は
後
に
通
常
の

複
数
人
を
有
し
た
株
式
会
社
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
法
の
認
め
た
特
殊
な
株
式
会
社
と
言
い
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、

通
常
の
株
式
会
社
へ
と
変
容
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
説
明
が
必
要
と
な
る
．

　
ま
た
、
近
時
で
は
、
現
代
的
法
人
格
の
意
義
か
ら
一
人
会
社
の
法
人
格
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
あ
る
者
は
、
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

と
は
「
人
間
個
人
で
は
な
い
が
、
法
律
効
果
の
帰
属
点
」
で
あ
る
と
し
、
あ
る
者
は
、
法
人
と
は
「
責
任
財
産
の
分
別
」
の
た
め
の
技
術

　
　
　
　
（
2
9
）

で
あ
る
と
し
、
ま
た
あ
る
者
は
、
法
人
格
の
有
無
は
そ
の
内
容
の
程
度
の
間
題
で
あ
っ
て
、
単
一
の
基
準
で
法
人
か
否
か
を
峻
別
で
き
ず
、

101
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法
人
格
の
属
性
と
し
て
も
説
明
で
ぎ
る
属
性
を
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
考
慮
し
て
相
対
的
に
法
人
と
な
り
う
る
か
否
か
を
判
断
す
る
と

　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
考
え
も
、
現
代
的
法
人
の
意
義
を
追
及
す
る
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
な
指
摘
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
て
、

も
は
や
企
業
の
現
状
か
ら
し
て
も
、
ま
た
比
較
法
的
な
考
慮
か
ら
し
て
も
、
一
人
会
社
の
法
人
格
の
獲
得
は
自
明
の
こ
と
と
す
る
根
拠
と

し
て
は
十
分
意
味
を
有
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
る
．
し
か
し
、
果
し
て
、
社
団
性
を
宣
言
し
た
ま
ま
で
の
今
回
の
改
正
法
の
下
で
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

で
一
人
会
社
の
本
体
に
つ
い
て
納
得
し
う
る
説
明
と
な
る
か
と
い
え
ば
、
依
然
と
し
て
答
え
は
否
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
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お
そ
ら
く
こ
う
し
た
問
題
の
す
べ
て
は
設
立
行
為
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
会
社
の
社
団
性
・
財
団
性
を
い
か
に
正
当
に
把
握
す
る
か
に

よ
り
解
決
の
糸
口
が
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
設
立
当
事
者
の
意
思
と
そ
れ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
会
社
の
本
質
、
そ
の
後
の
会

社
の
実
体
の
変
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
西
原
寛
一
「
株
式
会
社
の
社
団
性
」
『
株
式
会
社
法
講
座
一
巻
』
七
五
頁
、
鈴
木
竹
雄
『
新
版
会
社
法
全
訂
第
一
版
補
正
版
』
二
二
五
頁
、
大
隅

　
　
健
一
郎
”
今
井
宏
『
新
版
会
社
法
論
上
巻
』
二
七
六
～
二
七
八
頁
、
龍
田
節
・
前
掲
一
注
（
－
）
五
一
頁
、
柿
崎
栄
治
「
小
規
模
会
社
に
お
け
る
社

　
　
団
的
運
営
の
喪
失
と
解
釈
」
民
商
法
雑
誌
七
八
巻
二
四
二
頁
、
服
部
栄
三
『
新
版
会
社
法
』
一
四
七
頁
。

　
（
2
）
　
こ
う
し
た
指
摘
を
な
す
も
の
と
し
て
、
大
野
直
治
二
人
会
社
に
つ
い
て
」
埼
玉
大
学
社
会
科
学
論
集
三
〇
号
一
二
八
頁
。

　
（
3
）
　
大
賀
祥
充
「
コ
人
会
社
の
設
立
』
考
」
法
研
五
二
巻
＝
一
号
二
四
一
頁
。
津
田
利
治
二
人
会
社
に
つ
い
て
」
法
研
二
〇
巻
三
号
一
五
、
一
八

　
　
頁
は
、
完
全
に
社
団
性
を
欠
如
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
（
4
）
　
服
部
栄
三
『
株
式
の
本
質
と
会
社
の
能
力
』
七
九
頁
、
大
野
・
前
掲
論
文
一
二
九
頁
、
西
脇
敏
男
「
一
人
会
社
と
有
限
責
任
」
中
央
学
院
大
学

　
　
論
叢
一
〇
周
年
記
念
号
二
八
六
頁
、
大
賀
・
前
掲
論
文
二
四
二
頁
。

　
（
5
）
　
柿
崎
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
三
五
頁
、
池
野
千
白
「
一
人
会
社
設
立
の
許
容
と
『
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
』
」
札
幌
学
院
法
学
四
巻
一

　
　
号
二
七
七
頁
．

　
（
6
）
　
通
説
と
同
様
に
潜
在
的
社
団
性
を
根
拠
と
し
な
が
ら
も
、
一
時
的
・
例
外
的
・
変
態
的
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
野
津
務
二
人
会
社
に
つ
い
て
」

　
　
日
本
法
学
二
四
巻
二
号
一
八
頁
。

　
（
7
）
　
菅
原
菊
志
「
一
人
会
社
」
法
学
三
七
巻
一
号
四
七
頁
、
平
出
慶
道
『
株
式
会
社
の
設
立
』
二
四
頁
以
下
．
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（
8
）
　
柿
崎
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
三
五
頁
、
池
野
・
前
掲
論
文
二
七
七
頁
．

（
9
）
　
八
木
弘
『
株
式
会
社
財
団
論
』
八
頁
。

（
1
0
）
　
株
式
会
社
財
団
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
加
藤
勝
郎
『
新
版
注
釈
会
社
法
（
1
4
）
』
一
五
、
一
六
頁
。

（
11
）
　
≦
一
①
蜀
巳
、
缶
導
号
一
胃
①
昌
“
窪
』
堕
ω
・
ω
o
。
㎝
第
で
は
、
一
人
会
社
は
単
独
株
主
の
特
別
財
産
に
基
礎
を
置
く
財
団
法
人
の
よ
う
な
外
観
を
呈

し
て
い
る
が
、
会
社
の
自
律
性
が
存
す
る
か
ら
財
団
法
人
で
は
な
く
、
い
わ
ば
一
種
の
責
任
形
態
と
し
て
存
続
を
認
め
ら
れ
た
会
社
で
あ
る
と
す
る
。

丸
山
秀
平
「
商
法
の
解
釈
論
か
ら
み
た
一
人
会
社
設
立
の
可
能
性
と
そ
の
問
題
点
」
私
法
四
四
号
一
六
二
頁
、
同
「
史
的
展
開
か
ら
見
た
一
人
会
社

　
の
財
産
関
係
」
法
学
新
報
九
六
巻
三
・
四
号
四
五
頁
、
西
脇
・
前
掲
論
文
二
八
八
、
二
八
九
頁
．

（
1
2
）
　
津
田
利
治
『
会
社
法
の
大
意
上
巻
』
三
二
頁
、
米
津
昭
子
ユ
人
会
社
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
四
四
巻
三
号
一
九
八
頁
．
大
賀
．
前
掲
論
文
二

　
四
三
頁
、
大
野
・
前
掲
論
文
一
二
九
頁
．

（
1
3
）
　
大
賀
・
前
掲
論
文
二
四
三
頁
、
西
脇
・
前
掲
論
文
二
八
八
頁
。

（
M
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
「
有
限
責
任
一
人
企
業
及
ひ
有
限
責
任
農
業
経
営
体
に
関
す
る
一
九
八
五
年
七
月
一
一
日
法
律
第
八
五
ー
六
九
七
号
」

　
の
改
正
作
業
の
段
階
で
会
社
の
根
本
定
義
と
の
関
わ
り
で
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
．
。
・
。
。
一
ひ
鼠
を
社
員
間
の
契
約
と
規
定
す
る
フ
ラ
ソ
ス
法
の
下

　
で
．
そ
の
伝
統
的
な
理
解
を
基
礎
と
し
て
、
定
義
規
定
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
一
人
会
社
を
例
外
的
存
在
と
し
て
認
め
る
の
か
、
定
義
自
体
を
変
更
し

　
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
争
い
で
あ
っ
た
。
写
a
9
号
一
箪
卜
舞
乞
塾
堕
目
。
謡
ミ
｝
①
巻
。
＄
留
ω
目
＆
鉾
》
ヨ
oQ
。
O
塁
召
畢
》
鋒
Z
界
」
。
．

　
象
導
8
身
目
麩
旨
這
o
。
9
『
。
9
U
豊
冨
辱
、
P
ま
ρ
結
局
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
民
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
定
義
規
定
自
体
を
改

　
正
し
、
器
象
ぶ
の
設
立
に
は
契
約
に
よ
る
設
立
と
単
独
行
為
に
よ
る
設
立
の
二
種
が
あ
る
も
の
と
し
た
。

（
15
）
　
大
隅
健
一
郎
”
今
井
宏
『
会
社
法
論
上
巻
（
第
三
版
）
』
一
八
七
頁
．

（
節
）
　
田
中
耕
太
郎
「
発
起
人
責
任
論
」
『
合
名
会
社
社
員
責
任
論
』
三
六
八
頁
、
鈴
木
竹
雄
『
会
社
法
（
改
訂
版
）
』
四
二
頁
、
大
隅
健
一
郎
「
株
式

　
会
社
の
成
立
と
権
利
義
務
の
帰
属
」
『
石
田
記
念
論
集
（
二
）
』
四
頁
、
石
井
照
久
等
『
註
解
株
式
会
社
法
一
巻
』
一
六
四
頁
、
北
沢
正
啓
「
設
立
中

　
の
会
社
」
『
株
式
会
社
法
講
座
一
巻
』
二
一
四
頁
。

（
1
7
）
　
拙
稿
『
争
点
ノ
ー
ト
商
法
1
（
改
訂
版
）
』
奥
島
孝
康
編
六
二
頁
。
な
お
、
西
本
辰
之
助
「
株
式
会
社
発
起
人
論
」
『
私
法
学
の
諸
間
題
』
一
頁

　
以
下
、
津
田
・
前
掲
書
六
六
頁
、
高
鳥
正
夫
「
会
社
設
立
行
為
の
法
律
構
成
」
『
会
社
法
の
諸
問
題
（
増
補
版
）
』
九
一
頁
以
下
、
倉
沢
康
一
郎
「
発

　
起
人
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
」
『
会
社
法
の
論
理
』
二
八
頁
以
下
、
大
賀
祥
充
『
株
式
会
社
設
立
の
法
理
』
一
頁
以
下
も
同
旨
．

（
1
8
）
　
倉
沢
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
一
〇
五
、
一
〇
六
頁
．

（
1
9
）
　
拙
稿
・
前
掲
一
注
（
4
）
で
は
、
一
人
設
立
に
潜
在
的
に
も
社
団
性
を
認
め
る
の
は
あ
ま
り
に
擬
制
が
す
ぎ
る
と
指
摘
し
て
い
る
．
田
中
誠
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二
・
前
掲
一
注
（
4
）
論
文
一
〇
頁
、
奥
島
・
前
掲
一
注
（
4
）
論
文
も
同
旨
．

（
20
）
　
大
隅
U
今
井
・
前
掲
二
注
（
14
）
一
八
七
頁
。

　
　
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
、
一
人
会
社
の
設
立
に
は
設
立
中
の
会
社
の
概
念
を
承
認
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
局
冒
目
9
9
①
甘
旨
響
ぎ
℃
。
議
。
戸

9
一
認
）
。
た
だ
、
わ
が
国
の
よ
う
に
社
団
性
（
潜
在
的
社
団
性
）
を
持
ち
出
す
の
で
は
な
く
、
特
別
財
産
で
あ
る
と
し
た
り
、
一
種
の
組
織
体
で
あ

る
と
し
て
位
置
づ
け
、
も
は
や
団
体
性
に
は
固
執
し
て
は
い
な
い
．
詳
細
は
、
大
山
・
前
掲
一
注
（
5
）
論
文
五
六
頁
以
下
。

（
2
1
）
　
菅
原
菊
志
「
平
成
二
年
改
正
商
法
に
お
け
る
若
干
の
問
題
の
考
察
」
法
曹
時
報
四
三
巻
二
号
九
頁
．

（
2
2
）
　
柿
崎
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
三
五
頁
は
、
株
式
社
団
説
は
、
社
団
に
つ
い
て
一
般
に
複
数
人
の
結
合
体
と
解
さ
れ
て
い
た
従
来
の
説
を
「
複

数
の
株
式
』
と
い
い
か
え
た
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
見
方
が
正
当
で
あ
る
と
す
る
と
、
通
説
か
ら
の
本
文
の
よ
う
な
説
明
で
あ
ろ

う
と
、
次
に
述
べ
る
株
式
社
団
説
で
あ
ろ
う
と
、
納
得
の
ゆ
く
説
明
と
は
な
ら
な
い
．

（
23
）
　
菅
原
・
前
掲
論
文
九
頁
は
、
会
社
は
社
団
法
人
で
あ
る
と
い
う
規
定
は
人
的
会
社
と
物
的
会
社
と
で
異
な
っ
て
理
解
す
る
こ
と
と
な
る
。
人
的

会
社
で
は
人
的
結
合
を
意
味
し
、
株
式
会
社
で
は
そ
の
構
造
上
人
と
し
て
の
株
主
に
で
は
な
く
、
物
化
さ
れ
た
社
員
資
格
に
基
礎
が
置
か
れ
る
と
さ

　
れ
る
。

（
24
）
　
柿
崎
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
三
六
頁
．
ま
た
、
設
立
時
に
一
株
し
か
発
行
せ
ず
、
そ
の
一
株
を
一
人
で
所
有
す
る
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
と

指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
。
江
川
孝
雄
「
商
法
等
の
平
成
二
年
改
正
に
つ
い
て
（
二
）
1
特
に
一
人
会
社
に
つ
い
て
」
山
梨
学
院
大
学
論
集
一
九
号
四

七
、
四
八
頁
。

（
25
）
　
本
文
の
よ
う
な
結
論
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
財
団
論
の
よ
り
一
層
の
補
強
が
な
さ
れ
た
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
八
木
・

前
掲
書
八
、
一
五
頁
．

（
2
6
）
　
丸
山
秀
平
教
授
は
、
一
人
会
社
の
本
体
は
特
別
の
財
産
組
織
で
あ
る
か
ら
、
法
律
構
成
の
面
で
社
団
性
に
固
執
す
る
の
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
社

団
の
例
外
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
（
同
『
株
式
会
社
法
概
説
』
六
九
、
七
〇
頁
）
、
ま
た
社
団
性
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
一
人
設
立
制
度
の
導
入

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
同
「
発
起
人
の
数
」
金
融
・
商
事
判
例
八
五
六
号
二
四
頁
）
。

（
2
7
）
　
丸
山
・
前
掲
書
六
八
、
六
九
頁
で
は
、
原
始
的
一
人
会
社
と
い
う
用
語
を
用
い
ら
れ
、
原
始
的
一
人
会
社
は
も
と
も
と
特
別
の
財
産
組
織
と
し

　
て
の
実
体
を
も
つ
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
理
か
ら
す
る
と
本
文
の
よ
う
に
な
り
そ
う
で
あ
る
．

（
2
8
）
　
川
島
武
宜
「
企
業
の
法
人
格
」
『
商
法
の
基
本
問
題
（
田
中
還
暦
記
念
）
』
一
九
六
頁
。

（
2
9
）
　
星
野
英
一
「
い
わ
ゆ
る
『
権
利
能
力
な
き
社
団
』
に
つ
い
て
」
『
民
法
論
集
一
巻
』
二
六
五
頁
以
下
。

（
30
）
　
上
柳
克
郎
「
法
人
論
研
究
序
説
」
法
学
論
叢
九
〇
巻
四
・
五
・
六
号
二
一
頁
以
下
。
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（
31
）
　
倉
沢
教
授
は
．
「
改
正
法
の
意
義
は
、
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
会
社
と
い
う
二
つ
の
種
類
の
会
社
制
度
を
、
独
立
の
企
業
主
体
と
し
て
の
社
団

形
成
と
い
う
目
的
の
た
め
の
制
度
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
て
、
個
人
企
業
で
あ
ろ
う
と
共
同
企
業
で
あ
ろ
う
と
．
人
が
企
業
活
動
を
行
な
お
う
と
す

　
る
場
合
に
、
家
計
主
体
と
し
て
の
個
人
か
ら
切
り
は
な
し
て
別
個
に
企
業
主
体
を
つ
く
り
だ
し
、
こ
れ
に
企
業
活
動
の
結
果
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
制
度
と
し
て
認
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
会
社
制
度
は
、
人
の
企
業
活
動
に
も
と
づ
く
責
任

を
有
限
化
し
う
る
制
度
と
し
て
法
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
（
同
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
ー
法
認
の
意
義
一
〇
六
頁
）
と
さ
れ
、
稲
葉
氏
も
、
「
会

社
は
、
社
団
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
前
提
し
て
し
ま
う
と
、
一
人
会
社
は
こ
れ
と
基
本
的
に
矛
盾
す
る
が
．
む
し
ろ
企
業
活
動
を
効

果
的
に
行
な
う
た
め
の
道
具
立
て
（
特
に
有
限
責
任
の
享
受
、
法
律
関
係
お
よ
び
計
算
の
明
確
化
を
目
的
と
す
る
）
と
考
え
れ
ぽ
、
こ
れ
を
認
め
て

　
い
っ
こ
う
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
稲
葉
・
前
掲
一
注
（
2
）
論
文
一
八
頁
）
と
さ
れ
る
．

　
　
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
意
義
づ
け
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
で
十
分
か
と
い
え
ば
否
と
答
え
ざ
る
を
え
な
い
（
酒
巻
俊
雄
“
奥
島
孝
康

　
『
改
正
商
法
の
解
説
』
三
四
頁
も
ま
っ
た
く
同
旨
）
。
そ
れ
は
、
「
社
団
性
の
ド
グ
マ
」
と
の
基
本
的
な
矛
盾
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
．
こ
の
点
、
さ
き
の
論
者
の
い
う
よ
う
に
法
人
格
を
も
っ
て
「
道
具
立
て
」
と
理
解
す
る
（
9
勺
≧
冨
易
自
＞
9
い
＄
男
。
ロ
号
目
曾
宏
魯

身
。
罫
馨
山
①
旨
¢
α
Φ
¢
¢
。
。
一
9
貫
9
ρ
ヤ
ひ
q
り
輿
一
〇
〇。
僻
」
一
」
＆
O
ω
“
9
勺
＞
§
d
誇
さ
℃
罫
ω
8
一
9
ひ
騨
訴
。
昌
幕
－
目
①
9
巳
馨
Φ
α
．
。
謎
”
旨
¢
蝕
8

q
①
一
．
雪
訂
8
冨
9
p
一
9
巴
方
向
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
一
応
の
解
決
は
な
さ
れ
て
き
て
い
る
．
フ
ラ
ン
ス
の
法
人
の
基
本
規
定
で
あ
る
民

法
一
八
三
二
条
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
の
本
質
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
契
約
観
を
維
持
し
な
が
ら
も
（
第
一
項
）
、
「
会
社
は
、
法
律
に
定

　
め
る
場
合
に
は
、
単
独
の
者
の
意
思
に
よ
る
行
為
を
も
っ
て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
第
二
項
）
と
し
て
、
原
則
と
例
外
と
い
う
形
で
何
と
か

強
引
に
で
は
あ
る
が
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
会
社
を
社
団
と
す
る
前
提
の
わ
が
国
の
法
体
系
の
下
で
、
い
か
に
意
義
づ
け
る
か
は
依
然
と
し
て
残
さ

　
れ
た
問
題
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

一人会社と社団性

三
　
一
人
会
社
の
本
質

　
（
1
）
　
一
人
会
社
の
設
立
行
為

　
通
説
の
批
判
に
お
い
て
も
述
べ
た
通
り
、
一
人
会
社
が
潜
在
的
社
団
性
を
有
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
き
た
の
は
、
会
社
の
設
立
に
よ
る

社
団
の
形
成
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
人
設
立
に
あ
っ
て
は
、
原
始
社
員
が
一
人
だ
け
で
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
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（
1
）

も
の
で
あ
る
か
ら
、
通
説
の
大
前
提
を
欠
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
会
社
の
設
立
に
よ
る
社
団
の
形
成
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
お
潜
在
的
社
団
性
が
あ
る
と
い
い
う
る
か
は
、
大
い
に
問
題
で
あ
る
。

　
一
人
設
立
は
原
始
社
員
が
一
人
だ
け
で
な
す
設
立
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
下
で
行
な
わ
れ
る
会
社
の
設
立
と
い
う
法
律
行
為
の
内
容

及
び
性
質
が
理
論
的
な
問
題
と
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
来
は
、
会
社
の
設
立
と
い
う
法
律
行
為
は
、
団
体
形
成
と
い
う
同
一
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
に
向
け
て
の
二
個
以
上
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
成
立
す
る
合
同
行
為
と
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
法
律
行
為
の
意
思
効
果
と
し

て
会
社
と
い
う
社
団
法
人
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
法
以
後
の
一
人
設
立
に
よ
る
原
始
社
員
の

会
社
設
立
と
い
う
法
律
行
為
は
、
単
独
の
意
思
表
示
で
あ
る
が
故
に
そ
の
よ
う
な
合
同
行
為
で
は
あ
り
え
な
い
。
原
始
社
員
が
い
か
に
複

数
人
へ
の
株
式
の
拡
散
可
能
性
の
意
思
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
．
そ
れ
は
意
思
表
示
の
動
機
に
さ
え
な
り
う
る
も
の
で
は
な
く
、
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

行
為
と
し
て
合
同
行
為
と
な
り
得
る
根
拠
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
社
団
の
形
成
を
設
立
行
為
の
要
素
で
あ
る
と
考

え
た
と
し
て
も
、
唯
一
人
の
法
律
行
為
の
意
思
効
果
と
し
て
は
社
団
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
一
人
会
社
が
設
立
の
段
階
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
て
社
団
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
、
株
式
社
団
説
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
複
数
株
式
の
存
在
が
社
団
性
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
さ
れ
る
た
め
、
設
立
段
階
と
し
て
も
社
団
性
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
と
の
説
明
と
な
る
が
（
そ
し
て
、
権
利
能
力
な
き
社
団
た
る
設
立
中
の

会
社
が
で
き
あ
が
る
）
、
い
か
に
社
団
性
と
は
株
式
社
団
の
意
味
で
あ
る
と
し
て
も
、
設
立
行
為
を
行
な
う
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
人
格
者
で
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
思
と
の
関
わ
り
で
設
立
行
為
を
考
察
し
て
行
く
と
、
通
説
で
あ
る
潜
在
的
社
団
説
に
対
す
る
と
同
様
の
批
判

を
な
し
う
る
こ
と
と
な
る
．

　
そ
れ
で
は
、
一
人
会
社
の
設
立
行
為
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
．
お
そ
ら
く
、
財
団
法
人
設
立
の
寄
附
行
為
に
類
似
し
た
財
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

出
損
を
目
的
と
す
る
単
独
行
為
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
．
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
意
味
に
お
け
る
社
団
・
財
団
の
峻

別
の
理
論
に
立
脚
す
る
も
の
で
は
な
い
。
峻
別
の
理
論
に
従
う
限
り
、
再
び
一
人
会
社
の
み
特
殊
な
本
質
論
を
展
開
す
る
立
場
に
対
し
て

と
同
様
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
財
団
か
ら
社
団
へ
の
移
行
の
過
程
を
説
明
し
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
は
ま
た
概
念
の
遊
戯
で
は
な
い
。
単
独
社
員
に
よ
る
法
律
行
為
の
性
質
を
知
る
こ
と
は
、

か
ら
生
ず
る
諸
問
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

設
立
に
関
す
る
複
雑
な
法
律
関
係

一人会社と社団性

　
（
2
）
　
設
立
行
為
と
社
団
性

　
会
社
の
設
立
行
為
に
つ
い
て
設
立
中
の
会
社
の
観
念
を
承
認
す
る
同
一
性
説
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
団
体
形
成
の
意
思
を
も
設
立
行

為
の
不
可
欠
の
要
件
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
株
式
会
社
の
設
立
は
、
一
個
の
団
体
の
形
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も

に
法
律
上
の
人
格
者
の
成
立
で
も
あ
る
。
」
と
し
、
さ
ら
に
「
社
団
の
形
成
と
い
う
客
観
的
事
実
を
そ
の
人
的
構
成
要
素
で
あ
る
社
員
を
基

礎
に
し
て
考
察
す
る
と
、
社
員
に
よ
る
設
立
行
為
と
い
う
観
念
が
中
心
に
浮
か
ん
で
く
る
．
こ
の
よ
う
な
社
団
設
立
行
為
の
法
的
性
質
に

つ
い
て
は
、
（
中
略
）
要
す
る
に
そ
れ
は
他
の
者
と
と
も
に
一
個
の
団
体
を
創
設
し
、
そ
れ
と
同
時
に
み
ず
か
ら
は
そ
の
団
体
の
一
員
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

り
団
体
と
の
法
律
関
係
を
成
立
さ
せ
る
行
為
で
あ
っ
て
」
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
設
立
段
階
に
お
い
て
も
設
立
行
為
者
の
意
思
効
果
と

し
て
社
団
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
。

　
確
か
に
、
同
一
性
説
の
念
頭
に
置
く
よ
う
な
場
面
で
の
設
立
段
階
に
お
い
て
は
権
利
能
力
な
ぎ
社
団
の
存
在
を
認
め
う
る
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
設
立
に
は
種
々
の
態
様
が
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
ま
た
法
も
実
際
上
の
設
立
の
経
過
を
問
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

そ
の
際
に
も
権
利
能
力
な
き
社
団
の
形
成
を
も
設
立
行
為
の
内
容
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
適
当
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
設
立
行

為
者
の
意
思
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
会
社
の
法
人
格
の
取
得
・
法
人
の
成
立
で
あ
っ
て
、
団
体
の
成
立
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
団
体
の
成
立
と
い
う
こ
と
は
、
関
係
者
の
結
合
と
い
う
事
実
上
の
結
果
で
あ
っ
て
、
設
立
の
意
思
表
示
の
内
容
・
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

果
意
思
の
内
容
を
実
現
す
る
法
律
効
果
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
団
体
の
形
成
は
私
的
自
治
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

い
か
な
る
内
容
の
社
団
を
作
ろ
う
と
そ
れ
は
当
事
者
の
自
由
で
あ
り
、
設
立
段
階
に
お
い
て
権
利
能
力
な
き
社
団
を
形
成
す
る
こ
と
は
あ

り
う
る
こ
と
と
は
い
え
る
が
、
設
立
中
の
会
社
の
社
団
が
成
立
後
の
会
社
の
社
団
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
設
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立
行
為
者
は
会
社
を
成
立
せ
し
め
る
べ
ぎ
意
思
は
有
し
て
い
る
が
、
設
立
中
の
会
社
を
成
立
せ
し
め
る
べ
き
意
思
な
る
も
の
は
有
す
べ
く

も
な
く
、
ま
た
定
款
は
成
立
後
の
会
社
の
組
織
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
そ
れ
以
前
の
社
団
の
組
織
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
か

（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
、
成
立
の
前
後
で
社
団
性
が
同
一
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
商
法
は
、
会
社
の
設
立
過
程
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
団
体
が
い
つ
か
ら
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
な
に
も
規
定
し
て
は
い
な
い
．

も
ち
ろ
ん
、
い
つ
か
ら
ま
た
い
か
な
る
団
体
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
社
会
的
事
実
と
し
て
は
重
要
な
意
味
を

有
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
商
法
と
し
て
は
、
一
体
性
を
も
つ
会
社
の
設
立
手
続
と
し
て
定
め
た
と
こ
ろ
を
厳
格
に
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

す
る
以
外
に
は
、
実
際
上
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
会
社
を
設
立
し
て
ゆ
く
か
は
問
題
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
会
社
設
立
と
は
、

端
的
に
、
発
起
人
が
定
款
作
成
と
い
う
書
面
行
為
に
よ
っ
て
会
社
設
立
の
意
思
表
示
を
な
し
、
そ
の
後
の
設
立
手
続
は
こ
れ
を
不
可
欠
の

要
素
と
し
な
が
ら
も
、
し
か
も
そ
の
他
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
れ
ば
足
る
も
の
で

　
（
1
5
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
社
団
の
形
成
を
法
律
行
為
と
し
て
の
会
社
の
設
立
行
為
の
内
容
と
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

え
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
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（
3
）
　
社
団
と
財
団

　
一
人
の
原
始
社
員
の
設
立
行
為
に
よ
り
．
社
団
が
形
成
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
い
か
な

る
も
の
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
設
立
行
為
者
の
意
思
効
果
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
財
団
法
人
類
似
の
も
の
が
形
成
さ
れ
る
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
問
題
は
、
現
行
法
上
、
社
団
と
い
い
あ
る
い
は
財
団
と
い
っ
て
、
果
し
て
い
か
な
る
も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
民
法
の
一
般
的
な
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
社
団
と
は
「
団
体
と
し
て
の
組
織
を
そ
な
え
、
多
数
決
の
原
則
が
行
わ
れ
、
構
成
員
の
変
更
に

か
か
わ
ら
ず
団
体
が
存
続
し
、
そ
の
組
織
に
お
い
て
代
表
の
方
法
、
総
会
の
運
営
、
財
産
の
管
理
等
団
体
と
し
て
の
主
要
な
点
が
確
定
し



て
い
る
こ
と
を
要
す
る
」
（
最
判
昭
和
三
九
年
一
〇
月
一
五
日
民
集
一
八
巻
八
号
一
六
七
一
頁
）
も
の
で
あ
り
、
財
団
と
は
「
目
的
財
産
の
分
離

独
立
、
財
産
管
理
機
構
の
確
立
、
団
体
と
し
て
の
社
会
活
動
」
な
ど
が
そ
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
（
最
判
昭
和
四
四
年
一
一
月
四
日
民
集
≡
二

巻
一
一
号
一
九
五
一
頁
）
。
単
な
る
烏
合
の
衆
、
財
産
で
は
な
く
、
目
的
団
体
で
あ
り
、
目
的
財
産
で
あ
っ
て
、
根
本
規
則
が
存
在
し
、
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

体
と
し
て
、
目
的
財
産
と
し
て
社
会
活
動
を
行
な
う
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
．
そ
し
て
、
現
行
法
上
、
こ
れ
に
法
人
格
が
付
与
さ
れ
た
も

の
が
社
団
法
人
で
あ
り
、
財
団
法
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
論
理
必
然
的
に
社
団
で
な
け
れ
ば
財
団
で
あ
り
、
財
団
で
な
け
れ
ば
社
団
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
は
到
達
し
な
い
。
現
に
、
人
的
・
物
的
両
要
素
を
備
え
た
中
間
的
な
も
の
も
存
在
す
る
し
、
そ
の
中
で
も
人
的
・
物
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

両
要
素
に
つ
き
強
弱
の
差
が
あ
る
こ
と
が
通
常
と
い
え
る
。

　
た
し
か
に
現
行
民
法
上
は
公
益
社
団
法
人
と
公
益
財
団
法
人
の
み
を
定
め
、
今
ま
で
の
商
法
も
営
利
社
団
法
人
の
み
を
定
め
て
い
た
。

し
か
し
、
見
て
ぎ
た
よ
う
に
、
社
会
に
現
に
存
在
す
る
活
動
単
位
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
な
ら
ば
、
社
団
概
念
、
財
団
概
念
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。

一人会社と社団性

　
そ
こ
で
、
次
に
、
社
団
と
財
団
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
理
解
の
た
め
に
、
組
合
、
社
団
、
財
団
の
相
互
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
組
合
と
社
団
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
般
に
は
、
人
数
の
多
寡
に
よ
っ
て
区
別
が
な
さ
れ
る
と
か
、
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

団
の
結
合
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
強
い
結
合
な
ら
社
団
で
あ
り
弱
い
結
合
な
ら
組
合
で
あ
る
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
、
同
じ
集
団
が
一
面
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ら
見
れ
ば
組
合
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
面
か
ら
見
れ
ば
社
団
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
社
団
性
も
組
合
性
も
、

い
ず
れ
も
あ
る
集
団
の
生
活
関
係
の
と
ら
え
方
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
権
利
主
体
の
組
織
的
な
集
団
関
係
を
ど
の
面
で
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
と
も
思
わ
れ
る
。
成
員
相
互
間
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
は
そ
の
現
象
は
組
合
で
あ

り
、
そ
の
成
員
と
集
団
自
体
と
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
限
り
は
そ
の
現
象
は
社
団
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
組
合
性
と
社
団

性
と
は
、
同
一
集
団
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
共
存
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
一
方
だ
け
し
か
存
在
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（
2
2
）

し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
理
は
社
団
と
財
団
の
関
係
に
も
妥
当
す
る
。
従
来
は
、
社
団
と
財
団
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
体
の
構
成
分
子
が
一
方
は
人

で
あ
る
の
に
、
他
方
は
財
産
で
あ
る
か
ら
、
社
団
と
財
団
は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で
、
同
一
の
あ
る
社
会
的
組
織
体
の
本
体
が
社
団
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

あ
る
と
同
時
に
財
団
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
観
念
上
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
な
社
会
経
済
状
況
の
下
に
お
い
て
、
現
存
す
る
社
会
的
組
織
体
に
つ
い
て
見
て
み
た
場
合
、
多
か
れ
少
な
か
れ

そ
の
中
心
組
織
の
中
に
、
人
的
な
要
素
と
物
的
な
要
素
と
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
特
に
、
会
社
企
業
の
よ
う
な
も
の
を

眼
中
に
置
い
て
考
え
る
限
り
は
、
純
然
た
る
人
の
集
団
の
み
が
認
め
ら
れ
て
、
企
業
の
財
団
の
よ
う
な
も
の
が
全
く
存
在
し
て
い
な
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ど
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
考
え
に
く
い
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
組
合
と
し
て
の
性
質
と
か
、
社
団
と
し
て
の
性
質
と
か
、
財
団
と
し
て
の
性
質
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
一
個
の
社
会
的

組
織
体
に
つ
い
て
、
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
だ
け
が
現
わ
れ
る
と
考
え
て
し
ま
う
の
は
早
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
一
の
組

織
体
、
特
に
会
社
が
あ
る
一
面
で
は
組
合
と
し
て
の
性
格
を
有
し
な
が
ら
、
同
時
に
他
の
面
で
は
社
団
性
を
帯
び
る
こ
と
は
有
り
う
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
社
団
た
る
性
格
と
同
時
に
財
団
た
る
性
格
を
有
す
る
よ
う
な
社
会
的
実
在
の
現
象
が
有
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
自

体
観
念
的
に
矛
盾
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
民
法
は
社
団
と
財
団
を
法
人
と
し
、
従
来
の
商
法
は
社
団
の
み
を
会
社
と
し
う
る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
超
法
律
的
に
、

理
念
と
し
て
の
民
法
上
の
法
人
は
社
団
あ
る
い
は
財
団
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
理
念
と
し
て
の
商
法
上
の
会
社
は
社
団
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
理
論
的
に
い
ず
れ
が
正
し
い
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
社
会
生
活
の
現
実
的
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

制
と
し
て
ど
の
よ
う
な
制
度
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
立
法
政
策
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
あ
え
て
述
べ
て
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
立
法
政
策
上
、
社
団
性
を
欠
い
た
会
社
の
存
在
も
法
の
許
容
に
よ
っ
て
可
能
と

な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
組
合
、
社
団
、
財
団
の
相
互
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
社
会
的
組
織
体
は
常
に
い
ず
れ
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の
性
格
を
も
有
す
る
契
機
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一人会社と社団性

　
（
4
）
　
聞
人
会
社
の
本
質

　
商
法
五
二
条
は
、
「
本
法
二
於
テ
会
社
ト
ハ
商
行
為
ヲ
為
ス
ヲ
業
ト
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
設
立
シ
タ
ル
社
団
ヲ
謂
フ
」
と
定
め
、
一
方
で

商
法
一
六
五
条
は
「
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
ニ
ハ
発
起
人
定
款
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
定
め
て
い
る
．
商
法
一
六
五
条
の
趣
旨
は
、
従

来
の
「
株
式
会
社
ノ
設
立
ニ
ハ
七
人
以
上
ノ
発
起
人
ア
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
あ
っ
た
も
の
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
発
起

人
の
法
定
員
数
が
七
人
以
上
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
一
人
で
足
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
起
人
は
そ
の
本
来
の
地
位
と
し

て
は
株
式
会
社
の
設
立
行
為
者
で
あ
り
、
各
発
起
人
は
そ
の
会
社
の
株
式
を
引
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
商
一
六

九
条
）
か
ら
、
結
局
は
成
立
後
の
会
社
の
原
始
社
員
が
一
人
で
も
よ
い
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
問
題
は
、
商
法
五
二
条
す
な
わ
ち
会
社
の
社
団
性
を
う
た
っ
た
定
義
規
定
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
社
団
性
と
い
う

理
論
的
理
由
が
維
持
さ
れ
て
い
る
以
上
、
社
団
・
財
団
・
組
合
峻
別
の
理
論
に
従
え
ば
、
一
人
設
立
に
よ
る
一
人
会
社
も
社
団
性
が
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

す
る
と
み
る
か
、
例
外
と
み
る
か
の
い
ず
れ
か
し
か
納
得
の
ゆ
く
説
明
は
な
し
え
な
い
。
そ
し
て
、
一
人
の
設
立
行
為
者
に
よ
る
設
立
行

為
で
あ
る
限
り
は
、
設
立
の
段
階
で
社
団
性
が
満
足
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
例

外
的
事
象
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
立
法
政
策
の
間
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
団
性
を
欠
い
た
会
社
を
特
に
会
社
法

の
中
に
定
め
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
の
い
う
よ
う
に
、
一
人
設
立
の
法
定
は
も
っ
ぱ
ら
政
策
的
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
人
会
社
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
社
団
性
の
例
外
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
け
ば
足
る
、
あ
え
て
そ
の
本
質
は
求
め
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
設
立

行
為
と
の
関
わ
り
を
併
せ
考
え
た
場
合
に
は
、
従
来
の
組
合
、
社
団
、
財
団
の
基
本
的
理
解
を
前
提
と
す
る
限
り
は
、
困
難
な
問
題
が
発

生
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
一
人
設
立
が
政
策
的
に
承
認
さ
れ
た
の
か
、
一
人
会
社
が
政
策
的
に
承
認
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
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一
人
会
社
の
承
認
は
ど
う
も
既
に
昭
和
二
二
年
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
素
直
な
見
方
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
回
の
承
認
は
一
人
設

立
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
そ
の
例
外
性
・
特
殊
性
は
、
む
し
ろ
設
立
に
関
し
て
の
事
柄
と
な

る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
設
立
の
特
殊
性
が
ク
・
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
こ
の
場
合
に
は
単
独
行
為
と
し
て
、
財
団
の
寄
附
行
為
類
似
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
設
立
行
為
に
よ
り

形
成
さ
れ
る
一
人
会
社
は
社
団
で
は
あ
り
え
ず
、
む
し
ろ
財
団
に
近
い
も
の
と
い
え
る
。
設
立
行
為
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
限
り
、

設
立
行
為
者
の
意
思
効
果
に
従
え
ば
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
．
問
題
は
、
こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
一
人
会
社
が
、
後
の
い
ず
れ
か
の
時
点

で
一
人
会
社
を
脱
し
通
常
の
株
式
会
社
と
な
り
う
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
従
来
の
．
組
合
で
な
け
れ
ば
社
団
で
あ
り
、
社
団
で
な
け
れ
ば
組
合
で
あ
る
、
あ
る
い
は
財
団
で
な
け
れ
ば
社
団
で
あ
り
、
社
団
で
な

け
れ
ば
財
団
で
あ
る
と
す
る
理
解
に
従
っ
た
場
合
に
は
、
単
独
行
為
で
あ
る
一
人
設
立
と
い
う
設
立
行
為
に
よ
り
、
社
団
で
な
い
と
し
て

生
ま
れ
出
た
一
人
会
社
が
、
後
に
社
団
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
ぎ
わ
め
て
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
．
も
し
、
一
人
会
社
を
以
て
会
社
の

例
外
と
し
て
定
め
た
と
い
う
こ
と
が
今
回
の
改
正
の
狙
い
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
人
会
社
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
法
と
は
別
建
で
一

人
会
社
法
が
構
想
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
法
制
の
下
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
人
会
社
と
し
て
生
ま
れ
出
た
も
の
が
後

に
複
数
人
と
な
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
別
個
の
会
社
が
再
生
さ
れ
て
き
た
と
解
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
改
正
の
狙
い
は

そ
こ
に
は
な
く
、
む
し
ろ
一
人
設
立
の
許
容
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
事
情
の
変
更
に
よ
り
、
複
数
人
へ
の
拡
散
に
つ
い
て
別
個
の

考
慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
今
回
の
改
正
法
の
下
で
は
、
商
法
五
二
条
の
「
社
団
性
」
は
従
来
の
よ
う
な
意
味
を
失
っ
た
と
み
る
ほ
か
は
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
よ

う
に
、
社
会
的
組
織
体
は
す
べ
て
、
組
合
、
社
団
、
財
団
の
三
要
素
を
そ
の
う
ち
に
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
は
株
式
会
社
は
制

度
的
に
社
団
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
設
立
行
為
者
の
意
思
効
果
も
そ
れ
に
従
っ
た
内
容
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
改
正
に
ょ

り
、
そ
の
一
義
的
な
意
味
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．
一
人
設
立
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
制
度
的
な
趣
旨
か
ら
、
そ
の
設
立
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行
為
に
よ
り
財
団
類
似
の
社
会
的
組
織
体
が
誕
生
す
る
が
、
成
立
し
た
一
人
会
社
は
そ
の
内
容
の
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
来
永
劫
財
団

類
似
の
組
織
体
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
理
由
は
な
い
。
組
合
で
な
け
れ
ば
社
団
で
あ
り
、
財
団
で
な
け
れ
ば
社
団
で
あ
る
、
・

と
す
る
概
念
設
定
を
捨
て
去
っ
た
の
が
今
回
の
改
正
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
と
、
財
団
類
似
の
組
織
体
が
い
つ
か
ら
か
社
団
性
を
有
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
設
立
行
為
者
の
意
思
効
果
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
法
制
度
と
し
て
予
定

さ
れ
た
株
式
会
社
の
実
体
が
必
ず
し
も
社
団
に
の
み
限
ら
れ
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
現
行
法
の
下
で
は
、
会
社
と
い
う
組
織
体
の
形
成
に

あ
る
も
の
と
す
れ
ば
足
り
ょ
う
。
あ
る
面
あ
る
い
は
あ
る
時
点
で
は
、
組
合
で
あ
り
、
社
団
で
あ
り
、
あ
る
い
は
財
団
で
あ
る
こ
と
が
あ

り
う
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
商
法
五
二
条
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
会
社
の
通
例
的
形
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
依
然
と
し
て
そ
の
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

有
す
る
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
倉
沢
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
（
法
認
の
意
義
）
一
〇
六
頁
．

　
（
2
）
　
拙
稿
・
前
掲
一
注
（
4
）
一
四
頁
．
反
対
に
、
丸
山
・
前
掲
二
注
（
2
5
）
論
文
（
発
起
人
の
数
）
二
四
頁
で
は
、
た
と
え
社
団
性
に
こ
だ
わ
っ

　
　
た
と
し
て
も
、
成
立
後
の
一
人
会
社
の
潜
在
的
社
団
性
を
認
め
る
理
論
を
そ
の
ま
ま
設
立
段
階
に
あ
て
は
め
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
さ

　
　
れ
る
．
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
私
見
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
中
西
正
明
『
新
版
注
釈
会
社
法
（
2
）
』
六
〇
頁
、
大
森
忠
夫
「
会
社
の
設
立
」
『
株
式
会
社
法
講
座
一
巻
』
　
一
四
七
頁
、
倉
沢
・
前
掲
一
注

　
　
（
3
）
論
文
一
〇
五
頁
．

　
（
4
）
　
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
』
一
四
七
頁
、
星
野
英
一
『
民
法
概
論
1
』
一
六
八
頁
な
ど
の
合
同
行
為
の
定
義
に
よ
る
。
倉
沢
・
前
掲
一
注
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙
稿
・
前
掲
二
注
（
1
6
）
五
一
頁
は
単
独
行
為
で
あ
る
と
し
て
い
る
．
柿
崎
・
前
掲
一
注
（
3
）

論
文
一
〇
五
頁
、

井
・
前
掲
二
注
（
1
4
）

点
は
納
得
し
え
な
い
。

（
5
）
倉
沢
・
前
掲
一
注

（
6
）
　
菅
原
・
前
掲
二
注

（
7
）
　
倉
沢
・
前
掲
一
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
文
三
八
頁
お
よ
び
大
隅
”
今

一
八
四
頁
も
単
独
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
権
利
能
力
な
き
社
団
た
る
設
立
中
の
会
社
が
で
き
る
と
さ
れ
る

ま
た
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
上
も
一
人
会
社
の
設
立
は
単
独
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
て
い
る
。

（
3
）
論
文
一
〇
五
頁
．

（
7
）
論
文
四
七
頁
。

（
3
）
論
文
一
〇
五
頁
、
拙
稿
・
前
掲
二
注
（
1
6
）
五
一
頁
．
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パハパハパハパ　　ハ弱悪邑馨馨葛珍3法邑行
為
と
呼
ば
れ
る
．
」
と
さ
れ
る
が
、

成
立
は
関
係
者
の
結
合
と
い
う
事
実
上
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
1
7
〉

（
1
8
）

（
1
9
）社

法
概
論
』

（
2
0
）

（
2
1
）を

承
認
さ
れ
る

に
は
典
型
的
な
組
合
か
ら
典
型
的
な
社
団
に
至
る
ま
で
無
数
の
連
続
系
列
が
あ
る
と
し
た
り

九
頁
以
下
）
、

　
つ
い
て
」

（
22
）利

社
団
法
人
の
意
義
」

　
鈴
木
竹
雄
『
新
版
会
社
法
全
訂
第
三
版
』
四
二
、
四
六
頁
注
（
2
）
．
大
隅
“
今
井
・
前
掲
二
注
（
M
）
一
八
六
、
一
八
七
頁
、
川
島
武
宜
『
民

（
3
）
』
二
四
六
頁
。

　
高
鳥
正
夫
『
会
社
法
の
諸
問
題
（
増
補
版
）
』
九
八
、
一
〇
〇
頁
、
大
賀
祥
充
『
株
式
会
社
設
立
の
法
理
』
八
三
頁
．

　
大
賀
・
前
掲
書
一
二
頁
。

　
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』
九
八
頁
。

　
倉
沢
康
一
郎
「
発
起
人
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
」
『
会
社
法
の
論
理
』
三
七
頁
。

　
大
賀
・
前
掲
書
八
六
頁
、
野
津
務
「
会
社
設
立
行
為
と
入
社
行
為
」
『
会
社
法
の
諸
問
題
（
松
本
古
稀
記
念
）
』
一
七
七
頁
。

　
高
鳥
・
前
掲
書
一
〇
〇
頁
、
大
賀
・
前
掲
書
八
三
頁
．

　
津
田
・
前
掲
二
注
（
1
2
）
六
六
頁
、
高
鳥
・
前
掲
書
九
四
頁
、
大
賀
・
前
掲
書
五
〇
、
六
二
頁
．

　
川
島
・
前
掲
『
民
法
（
3
ご
二
四
六
頁
は
、
「
社
団
と
い
う
団
体
を
組
織
し
自
ら
そ
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
意
思
表
示
は
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
社
設
立
行
為
者
の
意
思
は
会
社
の
法
人
格
の
取
得
・
法
人
の
成
立
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
団
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
賀
・
前
掲
書
一
二
頁
．

　
我
妻
・
前
掲
書
二
二
三
頁
、
星
野
・
前
掲
書
一
二
二
頁
、
森
泉
章
『
法
人
法
入
門
』
三
頁
以
下
。

　
津
田
利
治
『
会
社
法
以
前
』
八
頁
、
大
賀
・
前
掲
書
一
九
二
頁
．

　
松
田
二
郎
「
会
社
の
組
合
性
と
社
団
性
」
『
商
法
の
基
本
問
題
（
田
中
還
暦
記
念
）
』
二
〇
六
頁
、
同
『
株
式
会
社
の
理
論
』
二
二
八
頁
、
同
『
会

　
　
　
　
一
八
頁
。
あ
ら
ゆ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
数
の
問
題
は
質
に
影
響
を
及
ぽ
す
と
さ
れ
る
。

　
我
妻
・
前
掲
書
一
二
八
頁
．

　
松
田
・
前
掲
（
理
論
）
一
四
一
頁
で
は
、
両
者
は
互
い
に
相
排
斥
す
る
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

松
田
判
事
と
の
有
名
な
論
争
を
さ
れ
た
鈴
木
教
授
は
、
形
式
的
意
味
に
お
け
る
社
団
が
同
時
に
形
式
的
意
味
に
お
け
る
組
合
で
も
あ
り
う
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
同
「
会
社
の
社
団
法
人
性
」
『
会
社
法
の
諸
問
題
（
松
本
古
稀
記
念
ご
六
二
、
六
五
頁
。
そ
の
他
に
も
、
現
実
に
存
在
す
る
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
地
俊
雄
「
組
合
と
法
人
」
『
契
約
法
大
系
皿
』
三

　
　
　
　
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
に
法
律
的
な
意
義
が
あ
る
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
（
星
野
英
一
「
い
わ
ゆ
る
『
権
利
能
力
な
き
社
団
』
に

　
　
　
『
民
法
論
集
一
巻
』
二
六
五
頁
以
下
）
な
ど
、
近
時
は
両
者
の
峻
別
を
し
な
い
傾
向
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。

　
津
田
・
前
掲
書
（
以
前
）
七
頁
、
西
本
辰
之
助
「
社
団
と
組
合
」
『
私
法
学
の
諸
問
題
』
六
一
四
頁
以
下
．
高
鳥
・
前
掲
書
九
七
頁
．
倉
沢
『
営

　
　
　
　
　
　
　
　
『
会
社
法
の
論
理
』
一
五
頁
、
大
賀
・
前
掲
書
一
八
六
頁
．
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（
2
3
）
　
従
来
か
ら
の
分
別
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
。

（
24
）
　
津
田
・
前
掲
書
（
以
前
）
七
、
八
頁
、
大
賀
・
前
掲
書
一
九
一
、
一
九
二
頁
、
兼
子
一
「
破
産
財
団
の
主
体
性
」
『
民
事
法
研
究
一
巻
』
四
六
一

頁
、
森
泉
章
「
法
人
制
度
の
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
二
二
号
三
八
頁
、
同
・
前
掲
書
一
七
頁
な
ど
。

　
　
大
賀
教
授
は
、
民
商
法
が
一
定
の
要
件
を
備
え
た
社
団
や
財
団
を
法
人
と
認
め
て
い
る
の
は
、
法
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
も
つ
社
団
性
ま
た
は
財

団
性
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
営
む
超
個
人
的
な
社
会
的
機
能
を
評
価
し
た
か
ら
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
法
は
、
そ
の
社
団
性
ま
た
は
財
団
性

　
の
強
弱
に
つ
い
て
は
問
題
と
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
社
団
性
を
認
め
ら
れ
た
組
織
体
が
他
面
財
団
性
を
も
つ
か
否
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
な
い
か

ら
、
社
団
性
と
財
団
性
は
相
排
斥
す
る
概
念
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
兼
子
教
授
も
、
社
団
と
財
団
の
区
別
も
現
実
的
に
は
人
の
集
合
に
重
き
を

置
く
か
、
財
産
管
理
機
構
を
主
と
す
る
か
の
視
察
上
の
差
異
に
と
ど
ま
る
と
さ
れ
る
。
森
泉
教
授
も
ま
た
、
両
者
の
限
界
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

　
く
む
し
ろ
相
対
的
・
流
動
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
2
5
）
　
津
田
・
前
掲
書
（
以
前
）
一
九
頁
。

（
2
6
）
　
池
野
・
前
掲
二
注
（
5
）
論
文
二
七
九
頁
は
、
『
も
し
、
個
人
企
業
に
も
有
限
責
任
の
途
を
保
障
す
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
安

　
易
に
会
社
企
業
形
態
を
、
社
団
性
を
踏
み
つ
ぶ
し
な
が
ら
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
別
途
の
法
人
形
態
を
創
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
お
、

　
従
来
の
有
限
会
社
法
を
利
用
し
て
そ
の
目
的
を
果
そ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
社
団
性
と
の
調
整
を
放
棄
す
ぺ
き
で
は
な
い
。
」
と
主
張
さ
れ

　
る
。
社
団
性
と
の
関
係
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
同
旨
で
あ
ろ
う
．
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
も
同
様
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
結
果
、

　
。
・
。
象
＄
の
定
義
規
定
の
根
本
的
な
改
正
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
（
鳥
山
・
前
掲
一
注
（
5
）
論
文
二
七
頁
以
下
）
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
会
社
を
「
制

　
度
（
一
塁
暮
暮
帥
8
）
」
と
考
え
る
立
場
（
前
掲
二
注
（
30
）
の
勺
＞
一
9
需
鶴
き
の
有
力
に
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
）
の
確
認
あ
る
い
は
勝
利
で

　
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
（
零
閃
o
曽
β
酵
鉱
ぶ
ひ
冨
窮
①
暮
巴
お
留
母
魯
8
ヨ
ヨ
霞
。
一
巴
し
」
u
旨
。
o
曾
ご
o
。
9
づ
。
O
零
あ
る
い
は
型

　
冨
男
旨
一
穿
。
詳
8
目
目
霞
。
ご
一
｝
ω
。
象
ぶ
8
冒
ヨ
霞
。
芭
」
。
o。
o。
℃
p
。
8
ω
）
。

（
2
7
）
　
柿
崎
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
三
六
頁
。

（
2
8
）
　
会
社
の
社
団
性
は
崩
壊
し
た
と
み
る
も
の
が
多
い
．
し
た
が
っ
て
．
社
団
性
の
規
定
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

　
現
に
こ
れ
が
維
持
さ
れ
て
い
る
以
上
、
社
団
性
に
つ
い
て
何
ら
か
の
意
義
づ
け
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
崩
壊
と
み
る
も
の
と
し
て
、
江
川
・
前
掲

　
一
注
（
2
3
）
論
文
四
八
頁
、
奥
島
孝
康
”
中
島
史
雄
『
商
法
演
習
1
』
五
頁
。
ま
た
、
近
時
は
、
法
人
性
の
機
能
や
有
限
責
任
性
を
根
拠
と
し
て
一

　
人
会
社
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
（
北
沢
正
啓
『
改
正
会
社
法
の
解
説
』
二
三
頁
、
加
藤
勝
郎
「
一
人
会
社
の
法
人
性
と
社
団

　
性
」
専
修
法
学
五
五
・
五
六
合
併
号
九
九
、
一
〇
〇
頁
、
稲
葉
・
前
掲
一
注
（
2
）
論
文
一
八
頁
、
加
美
和
照
「
発
起
人
及
び
原
始
社
員
の
数
」
金

　
融
・
商
事
判
例
七
五
五
号
三
八
頁
、
倉
沢
・
前
掲
一
注
（
3
）
論
文
一
〇
六
頁
、
同
「
今
次
商
法
改
正
に
つ
い
て
』
監
査
役
二
七
五
号
二
頁
）
。
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な
お
．
倉
沢
教
授
は
．
一
人
会
社
の
法
認
は
株
式
会
社
制
度
お
よ
び
有
限
会
社
制
度
の
全
体
的
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
の

主
張
の
全
容
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
社
団
性
を
解
決
し
な
い
ま
ま
放
置
し
て
お
い
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
述
べ
て
き

た
よ
う
に
十
分
な
説
得
力
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
は
通
説
の
よ
う
に
潜
在
的
社
団
性
を
も
ち
だ
す
こ
と
の
ほ
う
が
ま
だ
説
得
的
で
あ
る
。

（
2
9
）
　
服
部
栄
三
『
会
社
法
通
論
（
第
四
版
）
』
二
六
頁
は
、
一
人
設
立
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
株
式
会
社
の
社
団
性
も
絶
対
的
な
も
の
で
は

な
く
な
り
、
原
則
的
・
通
例
的
な
も
の
と
解
す
る
ほ
か
な
い
と
さ
れ
る
。

四
　
ま
と
め
に
か
え
て
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本
稿
で
は
、
一
人
設
立
に
よ
る
一
人
会
社
の
本
質
と
い
う
株
式
会
社
の
本
質
論
に
も
関
わ
る
重
大
な
議
論
を
、
設
立
行
為
と
の
関
係
か

ら
、
組
合
、
社
団
、
財
団
に
考
察
を
及
ぽ
し
て
問
題
提
起
し
て
み
た
。
一
人
会
社
の
本
質
を
探
る
こ
と
は
、
単
な
る
理
屈
の
上
で
の
議
論

で
は
な
く
、
具
体
的
な
問
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
特
に
会
社
の
社
団
性
を
前
提
と
し
た
株
式
会

社
法
の
諸
制
度
が
一
人
会
社
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
問
題
に
主
と
し
て
関
わ
り
を
有
す
る
。
一
人
会
社
法
と
も
い
う
べ

き
法
制
度
の
存
在
し
な
い
現
行
法
に
お
い
て
、
一
人
会
社
に
つ
い
て
も
株
式
会
社
法
の
適
用
が
原
則
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
が
、
果
し
て
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
適
用
が
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
な
さ
れ
な
い
の
か
は
、
こ
う
し
た
議
論
の
後
に
初
め
て
明
ら
か
に
な

る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
人
会
社
を
財
団
と
し
て
し
ま
う
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
社
団
性
を
前
提
と
す
る
規
定
の
適
用
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
潜
在
的
社

団
性
を
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
原
則
的
に
は
適
用
が
あ
る
が
潜
在
化
し
て
い
る
限
り
は
適
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。
特
殊
・
例
外
的
存
在
で
、
特
に
本
質
を
求
め
る
必
要
は
な
い
と
す
る
考
え
方
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
特
殊
性
・
例
外
性
を
根
拠
と
し
て
、
自
由
に
適
用
を
認
め
た
り
認
め
な
か
っ
た
り
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
我
々
の
よ

う
に
考
え
た
場
合
に
は
、
一
人
会
社
の
ま
ま
で
あ
る
と
き
は
、
社
団
性
は
社
会
的
組
織
体
の
中
で
埋
没
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
こ



れ
を
前
提
と
し
た
規
定
は
原
則
的
に
適
用
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一人会社と社団性
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